
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第九回 魯迅と藤野先生



儒
教
思
想
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序

〔
解
説
〕

前
漢
時
代
、
中
国
の
国
教
と
な
っ
た
儒

教
は
、
十
四
世
紀
の
末
、
李
朝
の
成
立
と

と
も
に
朝
鮮
半
島
で
も
仏
教
に
代
わ
っ
て

国
教
と
な
っ
た
。

十
七
世
紀
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
後
、

日
本
で
も
徳
川
幕
府
が
儒
教
を
官
学
化
し

た
結
果
、
東
ア
ジ
ア
に
は
儒
教
思
想
に
よ

る
国
際
秩
序
が
形
成
さ
れ
、
三
百
年
近
く

の
間
、
平
和
と
繁
栄
が
続
い
た
。



姜沆（1567-1618） 藤原惺窩（1561-1619） 林羅山（1583-1567）



円
月
橋
と
呼
ば
れ
る
こ
の
橋
は
、
ア
ー

チ
構
造
で
作
ら
れ
た
石
橋
で
あ
る
。
こ
の

橋
は
ど
こ
に
あ
る
か
？

①
後
楽
園(
東
京)

②
景
福
宮(

ソ
ウ
ル)Q





明の遺臣・朱舜水が設計した円月橋（小石川後楽園）





徳川光圀(1628-1701)明の遺臣・朱舜水(1600～82)

明
の
遺
臣
・
朱
舜
水

(

一
六
〇
〇
～
八
二)

〔
解
説
〕

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
対
抗
す
る
た
め
膨

大
な
軍
費
を
費
や
し
た
明
は
、
や
が
て
国

内
に
起
こ
っ
た
農
民
反
乱(

李
自
成
の
乱)

と
、
東
北
地
方
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た

満
州
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
滅
亡
す
る
。

日
本
に
亡
命
し
た
明
の
遺
臣
・
朱
舜
水

は
、
徳
川
光
圀
の
庇
護
を
受
け
、
儒
教
思

想
を
基
礎
と
す
る
初
期
の
水
戸
学
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
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李自成の乱
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Karl August Wittfogel (1896～1988)

征服王朝
Conquest Dynasties
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東アジアの武人支配と儒教



こ
れ
は
十
八
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
西
洋

建
築
群
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
は
ど
こ

か
？①

リ
ヨ
ン(

フ
ラ
ン
ス)

②
北
京

Q



北京



紫禁城(故宮博物院)



清代の皇宮・紫禁城、現在は故宮博物院となっている



紫禁城(故宮博物院)

円明園



清代の離宮の一・円明園（ＣＧによる復元図）



Jea
n
 D

en
is A

ttiret
(

中
国
名
・
王
致
誠

一
七
〇
二-

一
七
六
八)

〔
解
説
〕

ア
テ
ィ
レ
は
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
イ
エ
ズ

ス
会
宣
教
師
。
ロ
ー
マ
で
絵
画
の
本
格
的

な
教
育
を
受
け
る
。

一
七
三
七
年
、
中
国
へ
派
遣
さ
れ
、

清
朝
の
宮
廷
画
家
と
な
り
、
一
七
六
八
年

に
北
京
で
死
去
。

ア
テ
ィ
レ
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
宛
て
た
書

簡
の
中
で
、
清
朝
の
宮
殿
や
円
明
園
な
ど

の
離
宮
を
見
た
時
の
感
動
を
こ
う
記
し
て

い
る
。



宣
教
師
画
家
が
見
た
円
明
園

「‥
 ‥

確
か
に
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア

の
建
築
を
見
て
し
ま
う
と
、
世
界
中
の
ど

の
よ
う
な
建
築
に
対
し
て
も
興
味
や
関
心

を
失
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

と
は
い
え
、
そ
れ
に
も
例
外
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
北
京

の
皇
帝
の
宮
殿
と
離
宮
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
こ
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
が
本
当
に
す

ば
ら
し
く
、
美
し
い
か
ら
で
す
。
」

フ
ラ
ン
ス
宣
教
師
ア
テ
ィ
レ
書
簡

一
七
四
三
年
十
一
月
一
日



中国中央テレビ局制作「円明園」より



円
明
園
の
一
角
に
は
、
乾
隆
帝
の
命
に

よ
り
宣
教
師
が
設
計
し
た
バ
ロ
ッ
ク
風
の

西
洋
建
築
や
噴
水
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
た
。



G
iu

sep
p
e C

astig
lio

n
e

(
中
国
名
・
郎
士
寧

一
六
八
八-

一
七
六
六)

〔
解
説
〕

イ
タ
リ
ア
出
身
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
。

一
七
一
五
年
に
中
国
へ
派
遣
さ
れ
、
清
朝

の
宮
廷
画
家
と
な
り
、
円
明
園
の
西
洋
楼

の
建
設
に
加
わ
っ
た
。
一
七
六
六
年
に
北

京
で
死
去
。



中国中央テレビ局制作「円明園」より



西
欧
の
衝
撃

〔
解
説
〕

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
以
来
、
二
百
五
十
年

に
わ
た
り
平
和
が
続
い
て
き
た
東
ア
ジ
ア

で
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
新

た
な
脅
威
が
東
ア
ジ
ア
を
襲
う
。

一
八
四
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
麻
薬
密
輸

に
端
を
発
し
た
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
で
あ

る
。
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Steam ship Nemesis destroying the Chinese war junks in Anson's Bay

(虎門安森湾) 7 January 1841

National Maritime Museum, Greenwich, London 



西
欧
の
衝
撃

〔
解
説
〕

第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
十
六
年
後
、

西
欧
の
衝
撃
が
ふ
た
た
び
東
ア
ジ
ア
を

襲
っ
た
。
一
八
五
六
年
に
起
こ
っ
た
第
二

次
ア
ヘ
ン
戦
争(
ア
ロ
ー
号
事
件)

で
あ
る
。

英
仏
の
連
合
軍
は
、
天
津
の
大
沽
砲
台

を
占
領
し
、
首
都
・
北
京
を
陥
落
さ
せ
、

円
明
園
を
焼
き
払
っ
た
。
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Taku Fort (大沽炮台 21 August 1860) photo by Felice A.Beato



英仏連合軍に占領された円明園の西洋建築・海晏堂(22 December 1860, Godefroy Durand(仏 1832～?)



伊蘭泰「西洋楼銅版画」海晏堂西面（乾隆五十一年(1786年)刊）



円明園の一角に建てられていた西洋風建築（ＣＧによる復元図）海晏堂西面（CGによる復元図）



伊蘭泰「西洋楼銅版画」海晏堂西面（乾隆五十一年(1786年)刊）



円明園の西洋風建築（ＣＧによる復元図）伊蘭泰「西洋楼銅版画」海晏堂西面（乾隆五十一年(1786年)刊）



円明園の一角に建てられていた西洋風建築（ＣＧによる復元図）現在の“海晏堂”廃墟



西洋楼の一つ “遠瀛観”（想像図）



第二次アヘン戦争で英・仏連合軍により破壊された北京の円明園跡現在の“遠瀛観”廃墟



0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

後漢 25-220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280

晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-



明
治
維
新

〔
解
説
〕

ア
ヘ
ン
戦
争
で
の
清
の
惨
敗
を
目
の
当

た
り
に
し
た
日
本
は
、
徳
川
幕
府
か
ら
朝

廷
へ
の
大
政
奉
還
・
王
政
復
古(

一
八
六

七
年)

、
明
治
政
府
に
よ
る
廃
藩
置
県(

七

一
年)

と
い
う
一
連
の
改
革
を
経
て
、
お

よ
そ
七
百
年
続
い
た
武
士
に
よ
る
支
配
に

終
止
符
を
打
ち
、
天
皇
を
元
首
と
す
る
西

欧
型
の
中
央
集
権
国
家
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

聖徳記念絵画館壁画「廃藩置県」(小堀鞆音画)



日
清
戦
争

〔
解
説
〕

明
治
維
新
後
、
日
本
で
は
豊
臣
秀
吉
の

対
外
拡
張
主
義
が
再
評
価
さ
れ
、
旧
来
の

国
際
秩
序(

冊
封
体
制)

を
維
持
し
よ
う
と

す
る
清
と
の
間
に
琉
球
や
朝
鮮
半
島
を
め

ぐ
っ
て
新
た
な
緊
張
が
生
ま
れ
た
。

一
八
九
四
年
、
朝
鮮
半
島
で
起
こ
っ
た

農
民
反
乱
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
以
来
、
三
百
年
ぶ
り
に
日
中
間

の
戦
争
が
勃
発
し
た
。



70
80
90

1600
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1700
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1800
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1900
10
20
30
40
50
60
70
80
90

2000

明
1368-1644

清
1616-1912

中華民国

1912～

中華人民共和国

1949～

安土桃山時代

1573-1603

70
80
90

1600
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1700
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1800
10
20
30
40
50
60
70
80
90

1900
10
20
30
40
50
60
70
80
90

2000

江戸時代
1603-1867

明治時代
1868～1912

大正時代 1912～1926

昭和時代
1926～1989

平成時代 1989～2019

秀吉の朝鮮出兵(1592～98)

第一次アヘン戦争(1840～42)

日清戦争(1894～95)

第二次アヘン戦争(1856～60)



植
民
地
支
配
下
の
ア
ジ
ア

〔
解
説
〕

日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
こ
ろ
、
世
界
の

諸
民
族
は
、
西
欧
列
強
に
よ
る
植
民
地
支

配
に
苦
し
ん
で
い
た
。

後
年
、
イ
ン
ド
を
独
立
へ
と
導
く
こ
と

に
な
る
ガ
ン
ジ
ー
は
、
こ
の
こ
ろ
南
ア
フ

リ
カ
で
受
け
た
苦
い
経
験
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。



NHK「映像の世紀 第6集 独立の旗の下に」より



ロシア
日
露
戦
争

〔
解
説
〕

日
清
戦
争
に
勝
利
し
、
東
ア
ジ
ア
で
の

植
民
地
獲
得
競
争
に
加
わ
っ
た
日
本
は
、

ガ
ン
ジ
ー
の
非
暴
力
主
義
と
は
対
照
的
に

戦
争
に
よ
る
拡
張
政
策
を
進
め
る
。

日
本
の
拡
張
政
策
は
、
や
が
て
ア
ジ
ア

へ
の
南
下
政
策
を
進
め
る
ロ
シ
ア
と
の
対

立
を
招
き
、
新
た
な
戦
争
が
起
こ
る
。
日

露
戦
争
で
あ
る
。



NHK「映像の世紀 JAPAN」より



イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

〔
解
説
〕

イ
ン
ド
の
初
代
首
相
と
な
っ
た
ネ
ル
ー

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
時
代
、
民
族
解

放
闘
争
に
参
加
し
、
し
ば
し
ば
投
獄
さ
れ

て
い
た
。

彼
は
獄
中
か
ら
幼
い
一
人
娘
の
イ
ン

デ
ィ
ラ(

後
の
イ
ン
ド
首
相)
に
手
紙
を
送

り
、
人
間
の
歴
史
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ

の
中
で
、
彼
は
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
勝

利
に
つ
い
て
こ
う
記
し
て
い
る
。

ネルー(Jawaharlal Nehru 1889-1964)



イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

「
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
日
本
の
勝
利
は
、

ア
ジ
ア
の
す
べ
て
の
国
ぐ
に
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
わ
た
し
は
少
年
時
代
、
ど

ん
な
に
そ
れ
に
感
激
し
た
か
を
、
お
ま
え

に
よ
く
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
だ
。

た
く
さ
ん
の
ア
ジ
ア
の
少
年
、
少
女
、
そ

し
て
大
人
が
、
同
じ
感
激
を
経
験
し
た
」

ネ
ル
ー
「
日
本
の
勝
利
」(

一
九
三
二
年
十
二
月
二
十
九
日)

～
『
父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
』(
大
山
聡
訳
、

み
す
ず
書
房
、
第
三
巻
二
二
一
頁)

よ
り

ネルー(Jawaharlal Nehru 1889-1964)



イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
大
強
国
は
敗
れ
た
。

だ
と
す
れ
ば
ア
ジ
ア
は
、
そ
の
む
か
し
、

し
ば
し
ば
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
い
ま
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
打
ち
破
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
い
っ
そ
う
急
速
に

東
方
諸
国
に
ひ
ろ
が
り
、
『
ア
ジ
ア
人
の

ア
ジ
ア
』
の
叫
び
が
起
こ
っ
た
。
」

ネ
ル
ー
「
日
本
の
勝
利
」(

一
九
三
二
年
十
二
月
二
十
九
日)

～
『
父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
』(

大
山
聡
訳
、

み
す
ず
書
房
、
第
三
巻
二
二
一
頁)
よ
り

ネルー(Jawaharlal Nehru 1889-1964)



西
欧
列
強
の
支
配
に
苦
し
む
世
界
の

人
々
が
、
日
露
戦
争
の
戦
果
に
一
喜
一
憂

し
て
い
た
こ
ろ
、
日
本
の
医
学
校
の
片
隅

で
、
自
ら
の
民
族
が
置
か
れ
た
現
実
に
心

を
痛
め
て
い
た
一
人
の
中
国
人
留
学
生
が

い
た
。
魯
迅
で
あ
る
。

日
清
戦
争
の
後
、
日
本
に
近
代
化
の
手

本
を
求
め
て
留
学
し
た
中
国
の
若
者
た
ち

は
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
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魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)

〔
解
説
〕

魯
迅
は
最
初
の
短
編
小
説
集
『
吶
喊
』

の
自
序
の
中
で
、
幼
年
時
代
か
ら
日
本
留

学
、
そ
し
て
作
家
と
し
て
道
を
歩
み
を
始

め
る
ま
で
の
半
生
を
語
っ
て
い
る
。



魯
迅
は
な
ぜ
日
本
に
留
学
し
た
の
か

「
私
は
四
年
あ
ま
り
の
間
、
し
ば
し
ば

─
─

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
質
屋
と
薬
屋
に
出

入
り
し
た
。
年
が
い
く
つ
だ
っ
た
か
は
忘

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
と
に
か
く
薬
屋
の
帳

場
は
ち
ょ
う
ど
私
の
背
の
高
さ
、
質
屋
の

は
背
の
二
倍
あ
っ
た
。
私
は
二
倍
の
高
さ

の
帳
場
の
こ
ち
ら
側
か
ら
着
物
や
装
飾
品

を
差
し
出
し
て
、
侮
蔑
の
な
か
で
金
を
受

け
取
り
、
そ
れ
か
ら
背
の
高
さ
の
帳
場
へ

行
っ
て
、
長
患
い
の
父
の
た
め
に
薬
を

買
っ
た
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)



魯
迅
は
な
ぜ
日
本
に
留
学
し
た
の
か

「
家
に
帰
れ
ば
帰
っ
た
で
、
何
や
か
や
と

忙
し
か
っ
た
。
処
方
を
書
い
て
く
れ
た
医

師
が
有
名
な
人
だ
っ
た
の
で
、
使
う
補
助

薬
も
変
わ
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
冬

の
葦
の
根
、
霜
に
三
年
あ
た
っ
た
砂
糖
黍
、

コ
オ
ロ
ギ
は
も
と
の
つ
が
い
の
ま
ま
の
も

の
、
実
を
結
ん
だ
平
地
木‥

‥

ほ
と
ん
ど

が
容
易
に
は
手
に
入
ら
ぬ
品
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
父
は
け
っ
き
ょ
く
日
増
し

に
悪
く
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)
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南京の礦務鉄路学堂に入学(1898年17歳)



魯
迅
は
な
ぜ
日
本
に
留
学
し
た
の
か

「(
一
八
九
八
年
、
一
七
歳
の
と
き
に)

私

は
Ｎ(
南
京)

に
行
っ
て
Ｋ(

江
南
陸
師
学
堂

附
設
の
礦
務
鉄
路
学
堂)

に
入
っ
た
。
こ

の
学
校
で
、
は
じ
め
て
世
の
中
に
は
、
物

理
化
学
、
数
学
、
地
理
、
歴
史
、
製
図
、

体
操
と
い
う
も
の
も
あ
る
の
だ
と
知
っ
た
。

生
理
学
は
教
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
木
版
の

『
全
体
新
論
』
や
『
科
学
衛
生
論
』
な
ど

は
目
に
し
た
。
」魯

迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)



魯
迅
は
な
ぜ
日
本
に
留
学
し
た
の
か

「
以
前(

父
が
病
に
臥
し
て
い
た
と
き)

の

医
者
の
話
や
処
方
は
ま
だ
記
憶
に
あ
っ
た
。

そ
れ
を
そ
の
と
き
知
っ
た
も
の
と
較
べ
て
、

し
だ
い
に
漢
方
医
と
は
、
故
意
か
否
か
は

別
と
し
て
、
一
種
の
ペ
テ
ン
に
過
ぎ
な
い

と
悟
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
騙
さ
れ
た
病
人
や
そ

の
家
族
に
強
く
同
情
し
た
。
ま
た
翻
訳
さ

れ
た
歴
史
書
を
通
じ
て
、
日
本
の
明
治
維

新
が
西
洋
医
学
に
端
を
発
し
て
い
る
こ
と

も
知
っ
た
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)



魯
迅
は
な
ぜ
日
本
に
留
学
し
た
の
か

「
や
が
て
私
の
学
籍
は
、
日
本
の
田
舎
の

あ
る
医
学
専
門
学
校
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

私
の
夢
は
バ
ラ
色
だ
っ
た
。
卒
業
し
て

帰
っ
た
ら
、
父
の
よ
う
な
目
に
あ
っ
て
い

る
病
人
の
苦
し
み
を
救
お
う
。
戦
争
の
時

は
軍
医
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
方
で
は

国
民
の
維
新
へ
の
信
念
を
強
め
よ
う
と
い

う
つ
も
り
だ
っ
た
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)



第二節 日本留学時代



一
九
〇
二
年
、
南
京
の
礦
務
鉄
路
学
堂

を
卒
業
し
た
魯
迅
は
、
官
費
留
学
生
と
し

て
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
東
京
の
弘
文
学
院

に
入
学
し
た
。
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官費留学生として日本に留学(1902年21歳)



一
九
〇
四
年
四
月
、
弘
文
学
院
の
普
通

速
成
科
を
卒
業
し
た
魯
迅
は
、
同
年
九
月
、

仙
台
医
学
専
門
学
校(

現
東
北
大
学
医
学

部)

に
入
学
す
る
。

し
か
し
、
と
き
は
日
露
戦
争
の
さ
な
か
。

教
室
で
の
あ
る
経
験
が
、
彼
に
医
学
の
道

を
捨
て
さ
せ
、
文
学
の
道
を
歩
ま
せ
る
こ

と
に
な
る
。

仙台医専六号教室の「幻灯機」
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魯
迅
を
変
え
た
日
本
の
大
学
で
の
体
験

「
講
義
が
一
段
落
し
て
時
間
が
あ
ま
る
と
、

教
師
が
風
景
や
時
事
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
し

て
学
生
に
見
せ
、
時
間
を
つ
ぶ
す
こ
と
が

あ
っ
た
。

当
時
は
ち
ょ
う
ど
日
露
戦
争
の
こ
ろ

だ
っ
た
か
ら
、
当
然
、
戦
争
に
関
す
る
ス

ラ
イ
ド
も
多
か
っ
た
。
私
は
こ
の
教
室
で

し
ば
し
ば
同
級
生
た
ち
の
拍
手
と
喝
采
に

調
子
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)

白敬周連環画『藤野先生』より



魯
迅
を
変
え
た
日
本
の
大
学
で
の
体
験

「
あ
る
と
き
、
思
い
が
け
ず
、
私
は
久
し

く
会
う
こ
と
に
な
か
っ
た
多
く
中
国
人
た

ち
と
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
対
面
し
た
。

一
人
が
中
央
に
縛
ら
れ
、
多
数
が
周
囲

を
取
り
巻
い
て
い
る
。
そ
ろ
っ
て
体
格
は

い
い
が
、
無
表
情
だ
。
解
説
に
よ
る
と
、

縛
ら
れ
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
の
た
め
に
軍

事
ス
パ
イ
を
働
い
た
も
の
で
、
日
本
軍
に

よ
っ
て
見
せ
し
め
の
た
め
斬
首
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
取
り
巻
い
て
い

る
の
は
こ
の
見
世
物
を
見
物
に
来
た
人
々

だ
と
い
う
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)

白敬周連環画『藤野先生』より



NHK ETV特集「太平洋の世紀～米ジャーナリストの見たアジア 第3回 日中・戦争の時代」



ロシア

日
露
戦
争
で
地
上
戦
の
主
戦
場
と
な
っ

た
の
は
ど
こ
か
？

①
中
国

②
ロ
シ
ア

Q



ロシア



日
露
戦
争(

一
九
〇
四
～
五
年)

当
時
、

中
国
は
征
服
王
朝
で
あ
る
清
と
、
そ
れ
を

蚕
食
し
よ
う
と
す
る
欧
米
・
日
本
と
い
う

二
重
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
。

民
族
を
救
う
た
め
に
は
、
肉
体
で
は
な

く
、
精
神
の
覚
醒
が
必
要
と
考
え
た
魯
迅

は
、
一
九
〇
六
年
、
仙
台
医
学
専
門
学
校

を
退
学
し
、
作
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
。

「露探清人夫妻の所刑」（『軍国画報』第二年第五巻、1904年）



魯
迅
を
変
え
た
日
本
の
大
学
で
の
体
験

「
こ
の
学
年
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
私

は
も
う
東
京
に
来
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
時

以
来
、
私
は
医
学
は
重
要
で
は
な
い
と
考

え
た
か
ら
だ
。

お
よ
そ
愚
弱
な
国
民
は
体
格
が
い
か
に

た
く
ま
し
く
、
い
か
に
頑
健
で
あ
ろ
う
と
、

せ
い
ぜ
い
無
意
味
な
見
せ
し
め
の
材
料
と

見
物
人
に
な
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
ど
れ
だ

け
病
死
し
よ
う
と
不
幸
だ
と
考
え
る
こ
と

は
な
い
。
我
々
が
最
初
に
や
る
べ
き
こ
と

は
、
彼
ら
の
精
神
を
変
え
る
こ
と
だ
。
」

魯
迅
「
吶
喊
自
序
」(

一
九
二
二
年)



第三節 帰国後の魯迅



帰
国
後
の
魯
迅

〔
解
説
〕

一
九
〇
九
年
夏
、
魯
迅
は
七
年
に
及
ん

だ
日
本
留
学
を
終
え
、
中
国
に
帰
国
し
た
。

一
九
一
二
年
、
清
朝
が
倒
れ
、
中
華
民

国
臨
時
政
府
が
成
立
す
る
と
、
教
育
部
長

(

大
臣)

と
な
っ
た
蔡
元
培
の
招
き
で
教
育

部
員
と
な
り
、
政
府
と
と
も
に
南
京
、
つ

い
で
北
京
に
移
っ
た
。

白敬周連環画『藤野先生』より
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7年間の留学を終えて帰国(1909年28歳)



帰
国
後
の
魯
迅

〔
解
説
〕

魯
迅
は
教
育
部
員
と
し
て
勤
務
す
る
一

方
、
一
九
一
八
年
か
ら
雑
誌
『
新
青
年
』

に
「
狂
人
日
記
」
、
「
阿
Ｑ
正
伝
」
な
ど

の
短
編
小
説
や
社
会
批
評
の
エ
ッ
セ
ー
を

発
表
す
る
。

辛
亥
革
命
を
経
た
後
も
、
因
習
や
迷
信

に
縛
ら
れ
、
真
の
近
代
化
を
実
現
で
き
な

い
中
国
。
そ
ん
な
社
会
の
現
実
を
鋭
く
批

判
し
た
彼
の
文
章
は
、
中
国
の
若
者
た
ち

に
強
い
共
感
を
呼
び
起
こ
し
た
。

白敬周連環画『藤野先生』より



帰
国
後
の
魯
迅

〔
解
説
〕

そ
の
後
、
魯
迅
は
当
局
の
弾
圧
を
逃
れ

る
た
め
、
北
京
を
離
れ
て
厦
門
、
広
州
、

上
海
へ
と
居
を
移
し
た
。

各
地
を
転
々
と
す
る
中
で
、
魯
迅
は
少

年
時
代
か
ら
日
本
留
学
ま
で
の
思
い
出
を
、

一
連
の
自
伝
的
エ
ッ
セ
ー
に
ま
と
め
た
。

そ
の
中
に
日
本
留
学
時
代
の
思
い
出
を
記

し
た
一
篇
が
あ
る
。
「
藤
野
先
生
」
で
あ

る
。

白敬周連環画『藤野先生』より



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

藤
野
先
生
は
、
服
の
着
方
が
無
頓
着
で

あ
る
。
時
に
は
ネ
ク
タ
イ
す
ら
忘
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
冬
は
古
外
套
一
枚
で
顫
え
て

い
る
。
一
度
な
ど
、
汽
車
の
な
か
で
、
車

掌
が
て
っ
き
り
ス
リ
と
勘
ち
が
い
し
て
、

車
内
の
旅
客
に
用
心
を
う
な
が
し
た
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

た
し
か
土
曜
日
の
日
、
彼
は
、
助
手
に

命
じ
て
私
を
呼
ば
せ
た
。
研
究
室
へ
行
っ

て
み
る
と
、
彼
は
、
人
骨
や
ら
多
く
の
単

独
の
頭
蓋
骨
や
ら
の
間
に
坐
っ
て
い
た
。

「
私
の
講
義
は
、
筆
記
で
き
ま
す
か
」
と

彼
は
尋
ね
た
。

「
少
し
で
き
ま
す
」

「
持
っ
て
き
て
見
せ
な
さ
い
」

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)

白敬周連環画『藤野先生』より



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

私
は
、
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
を
差
出
し
た
。

彼
は
、
受
け
取
っ
て
、
一
、
二
日
し
て
か

ら
返
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
今
後
毎
週

持
っ
て
き
て
見
せ
る
よ
う
に
、
と
言
っ
た
。

持
ち
帰
っ
て
開
い
て
み
た
と
き
、
私
は

び
っ
く
り
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
あ
る

種
の
申
し
訳
な
さ
と
感
激
と
に
襲
わ
れ
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)

白敬周連環画『藤野先生』より



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

私
の
ノ
ー
ト
は
、
は
じ
め
か
ら
終
り
ま

で
、
全
部
朱
筆
で
添
削
し
て
あ
っ
た
。
多

く
の
抜
け
た
箇
所
が
書
き
加
え
て
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
文
法
の
誤
り
ま
で
一
々
訂

正
し
て
あ
る
の
だ
。
か
く
て
、
そ
れ
は
彼

の
担
任
の
学
課
、
骨
学
、
血
管
学
、
神
経

学
が
終
る
ま
で
、
ず
っ
と
つ
づ
け
ら
れ
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

第
二
学
年
で
は
、
細
菌
学
の
授
業
が
加

わ
り
、
細
菌
の
形
態
は
、
す
べ
て
ス
ラ
イ

ド
で
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
段

落
す
ん
で
、
ま
だ
授
業
終
了
の
時
刻
に
な

ら
な
い
と
き
は
、
時
事
の
ス
ラ
イ
ド
を
映

し
て
み
せ
た
。
む
ろ
ん
、
日
本
が
ロ
シ
ア

に
勝
っ
て
い
る
場
面
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

と
こ
ろ
が
、
そ
の
な
か
に
ひ
ょ
っ
こ
り

と
中
国
人
が
ま
じ
っ
て
現
わ
れ
た
。
ロ
シ

ア
軍
の
ス
パ
イ
を
働
い
た
か
ど
で
、
日
本

軍
に
捕
え
ら
れ
て
銃
殺
さ
れ
る
場
面
で

あ
っ
た
。
取
囲
ん
で
見
物
し
て
い
る
群
集

も
中
国
人
で
あ
り
、
教
室
の
な
か
に
は
、

も
う
一
人―

―

私
も
い
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)

「露探清人夫妻の所刑」（『軍国画報』第二年第五巻、1904年）



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

「
萬
歳
！
」
学
生
た
ち
は
、
み
な
手
を

拍
っ
て
歓
声
を
あ
げ
た
。
こ
の
歓
声
は
、

一
枚
映
す
た
び
に
あ
が
っ
て
い
た
が
、
私

に
と
っ
て
、
こ
の
と
き
の
歓
声
は
特
に
耳

を
刺
し
た
。
：
：
あ
あ
、
も
は
や
言
う
べ

き
言
葉
は
な
い
。
こ
の
と
き
、
こ
の
場
所

で
、
私
の
考
え
は
変
っ
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)

白敬周連環画『藤野先生』より



白敬周連環画『藤野先生』より

恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

第
二
学
年
の
終
わ
り
に
、
私
は
藤
野
先

生
を
訪
ね
、
医
学
の
勉
強
を
や
め
て
仙
台

を
去
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。

彼
の
顔
に
は
、
悲
哀
の
色
が
う
か
ん
だ
よ

う
に
見
え
た
。
：
：
出
発
の
二
、
三
日
前
、

彼
は
私
を
家
に
呼
ん
で
、
写
真
を
一
枚
く

れ
た
。
裏
に
は
「
惜
別
」
の
二
字
が
書
か

れ
て
い
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

私
は
い
ま
も
事
あ
る
ご
と
に
先
生
の
こ

と
を
思
い
出
す
。
私
が
師
と
仰
ぐ
人
の
な

か
で
も
、
先
生
は
私
に
大
き
な
感
銘
と
励

ま
し
を
与
え
た
く
れ
た
人
の
一
人
で
あ
る
。

‥
‥

先
生
は
け
っ
し
て
多
く
の
人
に
知
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
の
目
に
、

そ
し
て
心
に
残
る
先
生
は
偉
大
で
あ
る
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)

白敬周連環画『藤野先生』より



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

先
生
が
手
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ノ
ー

ト
は
三
冊
の
合
本
に
し
て
、
永
遠
の
記
念

と
し
て
保
存
し
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
不

幸
に
も
七
年
前
の
転
居
の
際
、
途
中
で
本

を
入
れ
た
箱
が
一
つ
壊
れ
て
、
中
身
の
半

分
ほ
ど
が
紛
失
し
た
。
そ
し
て
運
悪
く
こ

の
ノ
ー
ト
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)



恩
師
・
藤
野
先
生
の
思
い
出

た
だ
、
先
生
の
写
真
だ
け
は
い
ま
で
も

私
の
北
京
の
寓
居
の
東
側
の
壁
、
机
の
正

面
に
か
か
っ
て
い
る
。

夜
に
な
っ
て
疲
れ
が
出
て
、
ち
ょ
っ
と

休
も
う
か
と
顔
を
あ
げ
る
と
、
明
か
り
の

中
の
先
生
の
浅
黒
い
痩
せ
顔
が
、
あ
の
抑

揚
の
あ
る
口
調
で
語
り
か
け
て
く
る
気
が

す
る
。
す
る
と
俄
然
、
良
心
が
目
覚
め
、

勇
気
が
沸
く
の
で
あ
る
。

魯
迅
「
藤
野
先
生
」(

一
九
二
六
年
十
月
十
二
日)

白敬周連環画『藤野先生』より



藤野先生が送った写真とその裏書(北京魯迅博物館所蔵)



藤
野
先
生
が
添
削
し
た
ノ
ー
ト
は
そ
の

後
見
つ
か
っ
た
の
か
？

①
見
つ
か
っ
た

②
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

白敬周連環画『藤野先生』より

Q



藤野先生が添削した魯迅解剖学ノート(北京・魯迅博物館所蔵)



第四節 魯迅と藤野先生



一
九
二
七
年
十
月
、
魯
迅
は
上
海
に
居

を
移
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
半
後
の
一
九

三
一
年
三
月
、
一
人
の
日
本
人
青
年
が
彼

を
訪
ね
て
き
た
。
の
ち
に
魯
迅
研
究
で
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
中
国
文
学
者
・
増
田

渉
で
あ
る
。

増
田
は
三
月
か
ら
十
月
ま
で
の
十
ヶ
月

間
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
魯
迅
の
も
と
へ

通
っ
て
指
導
を
受
け
た
。

増
田
は
後
年
、
魯
迅
と
の
思
い
出
を

『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
、
一
九
四
八
年)

に
ま
と
め
て
い
る
。



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

私
は
学
校
を
出
て
か
ら(

学
校
に
い
る

と
き
か
ら
で
あ
っ
た
が)

し
ば
ら
く
佐
藤

春
夫
氏
の
手
伝
い
を
し
て
中
国
小
説
の
翻

訳
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
頻
り
に
中
国
へ

行
っ
て
み
た
く
な
っ
て
、
千
枚
く
ら
い
の

長
い
翻
訳
が
一
段
落
つ
い
た
時
、
そ
れ
を

し
お
に
上
海
に
行
く
決
心
を
し
た
。

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年)

増田渉



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

最
初
は
一
箇
月
く
ら
い
の
旅
行
の
つ
も

り
だ
っ
た
し
、
魯
迅
が
上
海
に
い
る
こ
と

な
ど
初
め
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

或
る
日
内
山
書
店
を
訪
ね
た
ら
、
丁
度

魯
迅
が
上
海
に
い
る
、
し
か
も
毎
日
同
書

店
に
あ
ら
わ
れ
る
と
聞
い
た
。
こ
れ
は
す

ご
い
奴
が
い
る…

…

私
は
と
に
か
く
、
彼

に
就
い
て
勉
強
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
最
初
は
毎
日
内
山
書
店
へ
、
彼
が
あ

ら
わ
れ
る
時
間
を
見
は
か
ら
っ
て
出
か
け

て
行
っ
た
。

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年)

増田渉



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

(
『
朝
花
夕
拾
』
の
解
説
を
聞
い
た
後)

そ
の
次
に
『
中
國
小
説
史
略
』
に
つ
い
て

の
質
問
を
は
じ
め
た
。
殆
ど
一
字
一
句
講

解
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
頃
は
内
山
書
店

の
店
頭
で
は
な
く
、
魯
迅
の
宅
に
直
接
出

か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
私
は
だ
か

ら
そ
の
一
年
、
春
夏
秋
冬
、
毎
日
彼
の
書

斎
に
通
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
一
日
、

三
時
間
く
ら
い
彼
の
個
人
教
授
を
う
け
た

こ
と
に
な
る
。…

…

彼
は
手
を
と
る
よ
う

に
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
感
謝
の
言
葉
も

な
い
ほ
ど
今
で
も
彼
の
恩
に
感
じ
て
い
る
。

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年)

増田渉



増
田
渉
が
魯
迅
の
作
品
を
翻
訳
出
版
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
魯
迅
は
増
田
に

あ
る
こ
と
を
頼
ん
だ
。
そ
れ
は
何
か
？

Q



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

佐
藤
春
夫
氏
と
共
同
で
私
が
か
つ
て
岩

波
文
庫
の
た
め
に
『
魯
迅
選
集
』
を
つ
く

る
と
き
、
ど
ん
な
作
品
を
入
れ
る
こ
と
を

希
望
す
る
か
を
魯
迅
に
た
ず
ね
た
。

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年)

増田渉



魯
迅
か
ら
の
手
紙

（
一
九
三
四
年
一
二
月
二
日
付
）

「
十
一
月
二
十
五
日
の
御
手
紙
は
到
着
し

ま
し
た
。
『
某
氏
集
』
は
全
権
に
て
や
り

な
さ
い
。
私
に
は
別
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
も
の
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
『
藤
野
先
生
』
だ
け
は
訳
し

て
入
れ
た
い
。
」

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

一
九
四
八
年
、
一
九
四
頁)



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

勝
手
に
選
ん
で
く
れ
て
い
い
、
た
だ

『
藤
野
先
生
』
だ
け
は
入
れ
て
欲
し
い
と

い
う
返
事
で
あ
っ
た
。

日
本
に
魯
迅
の
作
品
を
紹
介
す
る
場
合
、

そ
の
『
藤
野
先
生
』
を
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
打
ち
絶
え
て
久
し
い
そ
の
後
の

先
生
の
消
息
を
知
る
手
が
か
り
に
し
た
い

と
彼
が
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年)

増田渉
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日本で『魯迅選集』出版(1935年54歳)



魯
迅
は
藤
野
先
生
と
再
会
で
き
た
か
？

①
再
会
で
き
た

②
再
会
で
き
な
か
っ
た

白敬周連環画『藤野先生』より

Q



一
九
三
五
年
、
「
藤
野
先
生
」
の
最
初

の
翻
訳
を
収
め
た
岩
波
文
庫
『
魯
迅
選

集
』
が
出
版
さ
れ
た
。

し
か
し
、
魯
迅
は
藤
野
先
生
と
の
再
会

を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
翌
一
九
三
六
年
、
こ

の
世
を
去
っ
た
。
享
年
五
五
歳
で
あ
っ
た
。



な
ぜ
時
代
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

〔
解
説
〕

魯
迅
が
亡
く
な
っ
た
当
時
、
藤
野
厳
九

郎(

一
八
七
四
～
一
九
四
五)

は
、
健
在
で

あ
っ
た
。

魯
迅
の
帰
国
後
、
藤
野
先
生
は
東
北
帝

国
大
学
医
学
専
門
部
の
教
授
と
な
っ
て
い

た
が
、
一
九
一
五
年
、
新
た
に
医
学
大
学

が
創
設
さ
れ
る
と
、
専
門
部
は
廃
止
さ
れ
、

藤
野
先
生
は
故
郷
の
福
井
県
に
も
ど
っ
て

町
医
者
と
な
っ
て
い
た
。

藤野先生(54歳)と長男恒弥、次男龍弥



藤野先生(1874-1945)

な
ぜ
時
代
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

〔
解
説
〕

魯
迅
の
死
去(

一
九
三
六
年
一
〇
月
一

九
日)

か
ら
一
ヶ
月
後
の
十
一
月
十
七
日
、

地
方
新
聞
の
記
者
ら
三
人
が
、
福
井
県
本

荘
村
下
番(

し
も
ば
ん)
に
あ
っ
た
藤
野
先
生

の
診
療
所
を
訪
ね
、
取
材
を
行
な
っ
た
。

取
材
の
内
容
は
、
翌
年
「
謹
ん
で
周
樹

人
様
を
憶
う
」
と
題
し
て
雑
誌
『
文
学
案

内
』(

一
九
三
七
年
三
月
号)

に
発
表
さ
れ

た
。



日
清
戦
争
後
、
ア
ジ
ア
蔑
視
の
風
潮
が

広
ま
る
中
で
、
藤
野
先
生
は
な
ぜ
時
代
に

流
さ
れ
ず
、
魯
迅
に
親
切
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
ろ
う
か
？ Q



藤野先生(1874-1945)

な
ぜ
時
代
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

「
周
さ
ん
の
来
ら
れ
た
頃
は
日
清
戦
争
の

後
で
相
当
の
年
数
も
経
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
悲
し
い
こ
と
に
、
日
本
人
が

ま
だ
支
那
人
を
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
坊
主
と
云

い
罵
り
、
悪
口
を
云
う
風
の
あ
る
頃
で
し

た
か
ら
、
同
級
生
の
中
に
も
こ
ん
な
連
中

が
い
て
何
か
と
周
さ
ん
を
白
眼
視
し
除
け

者
に
し
た
模
様
が
あ
っ
た
の
で
す
」

藤
野
厳
九
郎
「
謹
ん
で
周
樹
人
様
を
憶
う
」

(

文
学
案
内
、
一
九
三
七
年
三
月
号) 



な
ぜ
時
代
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

「
私
は
少
年
の
頃
、
福
井
藩
校
を
出
て
来

た
野
坂
と
云
う
先
生
に
漢
文
を
教
え
て
貰

ら
い
ま
し
た
の
で
、
と
に
か
く
支
那
の
先

賢
を
尊
敬
す
る
と
同
時
に
、
彼
の
国
の
人

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う

気
持
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
が
周
さ

ん
に
特
に
親
切
だ
と
か
有
難
い
と
い
う
風

に
考
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
」

藤
野
厳
九
郎
「
謹
ん
で
周
樹
人
様
を
憶
う
」

(

文
学
案
内
、
一
九
三
七
年
三
月
号)

藤野先生の漢学の師・野坂源三郎



藤野先生(1874-1945)

な
ぜ
時
代
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

〔
解
説
〕

魯
迅
の
死
の
翌
一
九
三
七
年
七
月
、
日

本
は
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

中
国
と
の
全
面
戦
争
に
突
入
し
、
や
が
て

そ
れ
は
全
世
界
を
巻
き
込
む
第
二
次
世
界

大
戦
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
た
一
九
四
五

年
八
月
、
藤
野
先
生
は
往
診
の
途
中
に
倒

れ
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。
享
年
七
一
歳
で

あ
っ
た
。



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

「
魯
迅
の
中
の
日
本
、
な
つ
か
し
い
良
い

部
分
の
日
本
は
、
或
る
意
味
で
は
藤
野
先

生
が
支
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
仕

事
や
学
問
に
対
す
る
熱
心
と
勤
勉
と
い
う

点
で
魯
迅
は
し
ば
し
ば
日
本
人
に
つ
い
て

『
我
々
の
模
範
と
す
べ
き
だ
』
と
い
っ
て

い
た
。
」

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年)

増田渉



日
本
の
若
き
研
究
者
が
見
た
魯
迅

「
抗
日
の
と
き
に
お
い
て
も
な
お
『
日
本

の
全
部
を
排
斥
し
て
も
、
ア
ノ
真
面
目
と

い
う
薬
だ
け
は
買
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
と

云
っ
て
い
た
と
い
う
彼‥

‥

そ
の
考
え
の

根
底
に
は
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
恩

師
藤
野
先
生
の
面
影
が
、
眼
と
心
と
の
中

に
き
ざ
み
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
真
摯
に
し
て
誠
懇
な
人
格─

─

愛
情

に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
」

増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』(

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
四
八
年
、
一
三
二
頁)



ま
と
め

近
代
化
を
実
現
し
、
日
清
戦
争
に
勝
利

し
た
日
本
で
は
、
ア
ジ
ア
を
蔑
視
す
る
風

潮
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
藤
野
先
生
は
敬
意
と
誠

意
を
も
っ
て
中
国
か
ら
留
学
生
し
た
魯
迅

の
指
導
に
当
た
っ
た
。

魯
迅
の
『
藤
野
先
生
』
は
、
い
ま
も
中

国
の
中
学
校
用
教
科
書
に
収
録
さ
れ
、
毎

年
一
四
〇
〇
万
人
以
上
の
中
学
生
が
、
こ

の
作
品
を
通
じ
て
日
中
友
好
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
る
。

白敬周連環画『藤野先生』より



藤野厳九郎記念館（福井県あわら市、藤野先生が晩年を過ごした家を移築したもの）
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